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③ 昨年度に耕作した沿岸部未利用地に
そばの実を作付けし、収穫しました。

① 千年希望の丘エリアに点在している
公園、交流センター、岩沼ひつじ村等
のスポット間の移動が可能な手段とし
て、今話題のフリーパワー自転車など
13台を導入しました。

② ＶＲ（仮想現実）を活用した被災前の
街並み再現を進めています。

④ 沿岸部未利用地を耕作地として追加で
整備する予定です。

↑ご寄附を活用し、自転車保管・管理する
ための倉庫も整備させていただきました

↑2号丘とフリーパワー自転車

千年希望の丘交流センターでは、県内初導
入となるフリーパワー自転車をはじめ、電動
アシスト付自転車など13台の自転車の有償貸
出を、10月1日より開始しました。
フリーパワー自転車とは電池のいらないア

シストギアシステムを搭載した自転車のこと
で、ペダルを踏み込むと圧縮するシリコンの
反発でギアが回転し、楽にこげる自転車です。
めずらしい自転車ということもあって、県

内の方はもちろん、わざわざ県外から乗りに
来る方もいらっしゃいます。

震災の風化防止や、体験型の防災学習での
利用を目指し、バーチャルリアリティ（Ｖ
Ｒ）の技術を用いて東日本大震災の津波被災
前の街並みを再現し、スマートフォン等で体
験できるシステムを作成しています。
市内の沿岸部にある６集落に約20箇所の再

現ポイントを設定し、現地に設置された看板
のQRコードにアクセスすることで、現地での
現在の景観と被災前の景観を見比べることが
できます。↑現在の千年希望の丘2号丘から見た被災前の景観
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撮影：2018年10月14日（日）

収穫の様子（撮影：2018年10月3日（水））

満開になったそばの花（撮影：2018年9月3日（月））

耕作した沿岸部未利用地（千年希望の
丘相野釜公園内）で、昨年に引き続きそ
ばの実の試験栽培を行いました。
昨年より作付面積を増やしましたが、

猛暑や台風の影響により収量は昨年と同
程度となりました。今年度も市内の飲食
店で提供する分や、加工品として使用す
る分の実は確保できましたが、来年度に
おいては、新たな商品開発、販路の拡大
のため収量の確保を課題とし、引き続き、
新しい耕作地の整備、そばの実の栽培等、
本取組を進めてまいります。

←10月14日に行われ、約1万1千人が
参加した「東北・みやぎ復興マラソン
2018」では、市内の飲食店に協力をい
ただき、フルマラソンでのランナーに対
する給食として、6,000人分の一口そば
を提供しました。

→新聞などで取り上げていただいたこと
もあり、満開になって白い花が咲いた畑
には、観光客の方にも訪れていただきま
した。台風の影響で花が散ってしまい、
実まで落ちてしまったかと心配しており
ましたが、無事収穫することができまし
た。
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→年越しそばとして好評だった昨年に引
き続き、12月1日より市内の３つの飲食
店にて、収穫したそばの実を使用したそ
ばの提供を開始しました。提供されてい
るそばは「常陸（ひたち）秋そば」で、
甘みのある上品な味わいが特徴です。

撮影：2018年12月4日（火）



地元新聞（河北新報）等にて、各取組を
取り上げていただきました。

①9月4日（火）：河北新報
②9月6日（木）：産経新聞
③10月1日（月）：河北新報
④12月11日（火）：毎日新聞
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